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Abstract

A new educational guideline, which is included a big proposition that to foster "Life skills"

has been revised in recent years. This is one of the most important ability in order to sur‑

vive the modern society. On the other hand, it can be mention as the ability to be cultivated

by sports; such as concentration power and mental strength of "heart", the sports‑related

of "technical capabilities", and the high level's essential part of "physical fitness". However,

it is able to sense the high ability of the problem solving and the communication skills that

are not included in above three categories from behavior of the top athletes. The major

purpose of this research is revealing questions, which about what is the "Intellectual ability

of sports", and what will they relate with the "Life skills". 
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Ⅰ．本研究の背景・目的
スポーツ選手に対して抱く人格像に「明

るくハキハキとしている」、「積極的で行動
力がある」、「困難にも挫けない」といったス
ポーツマン的性格と呼ばれるものがある。
多くの人は、スポーツをする者としない者
との間には明らかな人格の違いがある印象
を持っている。しかし昨今スポーツ選手に
よる不祥事（モラル欠如）が多発している。
その原因の一つとして、部活動などの学生
スポーツでの過剰な勝利至上主義が根底に
あることが挙げられる。反則行為や、フェア
プレイを軽視したプレーが行われたとして
も最終的に勝利という絶対的な目的を達成
できれば、選手の人格は重視されることは
ない。鳥羽（2011）は本来スポーツには「生
きる力」や「人間の力」を育むといった全人
的な教育機能が備わっていると述べてい
る。近代スポーツの源であるイギリスのパ
ブリックスクールでは、スポーツは人格を
陶冶するための重要な教育手段としてその
目的があり、身体を鍛えるためだけに行わ
れたものではなかった。しかし、昨今のスポ
ーツ選手による不祥事の頻発を見ると、ス
ポーツは、その教育機能を発揮していると
は言い難い。そこで、今スポーツの教育的価
値を見直す必要がある。

21世紀初頭に入りさまざまな能力が教
育の議論の俎上にのせられるようになっ
た。例えば、「生きる力」（文部科学省）、「リ
テラシー」（ＯＥＣＤ）、「キー・コンピテン
シー」（ＯＥＣＤ）、「人間力」（内閣府）、「就
職基礎能力」（厚生労働省）、「社会人基礎力」
（経済産業省）、「学士力」（経済産業省）、「エ
ンプロイヤビリティ（雇用されうる能力）」
（日本経営者団体連盟）などを挙げることが
できる。こうした多様な用語で表される諸
概念を、松下（2010）は、「新しい能力」と
呼んでいる。
「文部科学省」では 2005年の中央教育審

議会答申において「知識基盤社会」の到来を
述べている。その中で 21世紀は、新しい知
識・情報・技術が政治・経済・文化をはじ
め社会のあらゆる領域での活動の基盤とし
て飛躍的に重要性を増す時代と定義されて
いる。「生きる力」とは、1996年に文部省（現
在の文部科学省）の中央教育審議会（中教
審）が「21世紀を展望した我が国の教育の
在り方について」という諮問に対する第１
次答申の中で掲げられた教育目標であり、
児童・生徒が「自ら課題を見つけ、自ら学
び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よ
りよく問題を解決する能力」、「自らを律し
つつ、他人と協調し、他人を思いやる心や感
動する心など豊かな人間性とたくましく生
きるための健康や体力」を身につけること
を目指すものである。このように、｢生きる
力｣は知・徳・体のバランスの取れた全人
的な力であるといえる。それはいかなる場
面でも、発揮でき、活かされるものでなくて
はならない。これらの能力は現代社会を生
き抜く上で非常に重要な能力のひとつであ
るといえる。
一方で、スポーツによって培われる能力

として精神的な競技能力、高い水準の根幹
をなす体力、スポーツ種目に関連する技術
力などを挙げることができる。しかしトッ
プアスリートの言動からはこれらの範疇に
は含まれないコミュニケーション能力や問
題解決能力の高さを読み取ることができ
る。これらのいわゆる「スポーツ競技者の知
的能力」とはどのようなもので、それらは
「生きる力」とどのような関連性を持つので
あろうか。本研究では、スポーツの知的能力
の構造を明らかにするとともに、その「スポ
ーツ競技者の知的能力」と「生きる力」との
関連性を明らかにし、「スポーツを通じた教
育（スポーツの知的能力の開発）」の「生き
る力」育成への寄与について検討を加える。
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Ⅱ．用語の解説
スポーツの知的能力を育成する取り組み

として仙台大学のスポーツ健康科学研究実
践機構を中心として開発された、グローバ
ルスポーツ教育プログラム（Ｇｌｏｂａｌ Ｓｐｏｒｔ Ｅ
ｄｕｃａｔｉｏｎ Ｐｒｏｇｒａｍ、以下ＧＳＥＰと略記）と
呼ばれる活動がある。ＧＳＥＰは、様々なス
ポーツやゲーム、グループワークなどの体
験活動を通して、スポーツ場面だけでなく、
日常生活を送る上でも重要となる知的能力
の育成を目指している。ＧＳＥＰでは大き
く分けて３つの知的能力の育成を目指して
いる。１つ目が話す、見る、聞くなど人と人
とのコミュニケーションを円滑にするため
の「ヒューマンスキル」。２つ目が問題を客
観的に把握し解決に至る道筋を論理的に表
現する「コンセプチュアルスキル」。３つ目
が自分の感情や環境を整理したり自分に必
要な情報を選択し有効活用したりするため
の「マネジメントスキル」である。ＧＳＥＰ
は、単なる講義形式で知識や情報を提供す
るばかりではなく、実際に行動することに
よって意思、意欲、態度、関心、思考といっ
た全体的な働きかけを行なうことによっ
て、ジュニア期にあるアスリートの総合的
な発展を企図している。

Ⅲ．研究方法・研究内容
１．調査１ 大学生に対する調査
Ｓ大学に通う大学生 361名を対象とし、

質問紙Ａと質問紙Ｃの２種類の質問紙とと
もに自作の個人プロフィール調査を実施し
た。質問紙Ａは「スポーツの知的能力に関す
る質問紙（競技者版）」と命名をし、知的能
力の有無を測ることができる。質問紙 Cは
石井・島本（2006）によって開発された日常
生活スキル尺度であり、この尺度は被験者
の生きる力の有無を測ることができる。
この２つの質問紙を用いて知的能力の特

徴に関する分析と検討、知的能力と生きる

力の関連性を明らかにすることを目的とし
て調査をおこなった。

２．調査２トップコーチに対する調査
日本体育学会主催の指導者講習会に参加

した、トップコーチ 124名を対象とし、質問
紙Ｂと質問紙Ｃ２種類の質問紙とともに自
作の個人プロフィール調査を実施した。
質問紙Ｂは「スポーツの知的能力に関す

る質問紙（指導者版）」と命名をし、知的能
力の有無を測ることができる。この２つの
質問紙を用いて指導者の知的能力の特徴に
関する分析と検討、知的能力と生きる力の
関連性を明らかにすることを目的として調
査をおこなった。

３．調査３　山形県在住の小学生に対する
調査
山形県スポーツタレント発掘育成事業Ｙ

ＡＭＡＧＡＴＡドリームキッズに所属して
おり、仙台大学が実施する知的能力開発プ
ログラム（ＧＳＥＰ）を定期的に受けている
キッズアスリート 51名とＧＳＥＰ未受講
者である山形市立Ｔ小学校に通う５、６年
生 229名を対象とし、質問紙Ｄと質問紙Ｃ
２種類の質問紙とともに自作の個人プロフ
ィール調査を実施した。質問紙Ｄは「スポー
ツの知的能力に関する質問紙（小学生版）」
と命名をし、知的能力の有無を測ることが
できる。この２つの質問紙を用いてそれぞ
れの知的能力を比較し、ＧＳＥＰが知的能
力を育成するのに有効に働くのかというこ
とを明らかにすることを目的として調査を
行った。

Ⅳ．研究結果
１．調査１　大学生に対する調査
質問紙Ａの 43項目の質問項目に対して

探索的因子分析を試みた。
主因子法を用いて固有値１以上の因子は
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５個抽出されスクリープロットを見ても５
因子解が示唆された。
そして、質問紙 Cを構成する８因子との
間で相関係数を求め、以下の結果が出た。

表１　因子相関行列

本調査の結果から、知的能力の「自己管理
能力」「コミュニケーション力」「向上心」の
得点が高いものは、全体的に生きる力を構
成する因子との間に正の相関があるいう特
徴が認められた。
これは、スポーツで培われた知的能力が

生きる力に正の影響を与えていることにな
る。このことから知的能力を構成する因子
と生きる力を構成する因子に強い関連性が
あることがわかる。

２．調査２トップコーチに対する調査
質問紙Ｂの 53項目の質問項目に対して

探索的因子分析を試みた。
主因子法を用いて固有値１以上の因子は

５個抽出され、またスクリープロットをみ
ると５因子解も示唆された。　
質問紙 Cを構成する８因子との間で相

関係数を求め、以下の結果が出た。

表２　因子相関行列

本調査の結果から、トップコーチは知的
能力の「対人関係能力」と「自己管理能力」、
が高いものは、全体的に生きる力を構成す
る因子との間に正の相関があるいう特徴が
認められた。これは、スポーツで培われた
「対人関係能力」「自己管理能力」が生きる力
に正の影響を与えていることになる。この
ことから知的能力を構成する因子と生きる
力を構成する因子に強い関連性があること
がわかる。

３．調査３
質問紙Ｄの 19項目の質問項目に対して

探索的因子分析を試みた結果、因子は３個
抽出された。次に、Ｔ山小学校の小学５、６
年生、ＹＡＭＡＧＡＴＡドリームキッズに
所属する小学５、６年生の４つのグループ
に分類し、知的能力の３因子、でそれぞれ因
子得点の平均を表した。

グラフ１　因子平均得点比較

知的能力の「自己管理能力」の因子
平均得点は、ＧＳＥＰ受講者であるドリー
ムキッズの５年生の平均得点が 3.06であり
６年生が 3.31であった。
一方でＧＳＥＰ未受講者であるＴ小学校

の小学５年生の平均因子得点が 2.94であ
り、小学６年生の平均因子得点が 2.83であ
った。 
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グラフ２　因子平均得点比較

知的能力の「対人関係能力」の因子平均得
点は、ＧＳＥＰ受講者であるドリームキッ
ズの５年生の平均得点が 3.10であり６年生
が 3.26であった。
一方でＧＳＥＰ未受講者であるＴ小学校

の小学５年生の平均因子得点が 2.86であ
り、小学６年生の平均因子得点が 2.78であ
った。 

グラフ３因子平均得点比較

知的能力の「自己研さん意欲」の因子平均
得点は、ＧＳＥＰ受講者であるドリームキ
ッズの５年生の平均得点が 3.10であり６年
生が 3.26であった。
一方でＧＳＥＰ未受講者であるＴ小学校

の小学５年生の平均因子得点が 2.71であ
り、小学６年生の平均因子得点が 2.69であ
った。 

次に、質問紙Ｃを構成する８因子との間
で相関係数を求めた。

表３　ドリームキッズ因子相関行列

表４　Ｔ小学校因子相関行列

学年別と所属別の２要因の分散分析を行
った結果、「自己管理能力」に限り交互作用
で主効果（Ｆ＝3.58, df＝1／276, p＜0.001）
が見られた。

表５　分散分析表

このことからＹＡＭＡＧＡＴＡドリーム
キッズがＧＳＥＰのプログラムを通して、
より効率的且つ効果的に「自己管理能力」を
育成していることを示している。
知的能力に関する質問紙で大学生、トッ

プコーチでそれぞれ抽出された知的能力の
５因子と生きる力の８因子で多くの項目に
おいて正の相関が見受けられた。これは、知
的能力を育成することで、同時に生きる力
の育成が可能であるということを示してい
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る。また調査３の結果からは「自己管理能
力」にしか相互作用は現れなかったが、ＧＳ
ＥＰのプログラムによってより効率的に
「知的能力」、「生きる力」の育成を可能にす
ることが考えられる。

Ⅳ．今後の展望
今回の研究結果からスポーツの知的能力

と文部科学省が提唱する「生きる力」には非
常に強い関連性があることが証明された。
スポーツの知的能力を育成することができ
るＧＳＥＰを今後、学校の授業などに取り
入れることで、学校の教育目標を達成する
ために有効に働いたり、効果的に子どもた
ちの「生きる力」を育成することができる可
能であるということが考えられる。
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